
立梅用水型　小水力発電プロジェクト
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想い・・ 昨今、自然エネルギーの存在が見直され、その価値について様々な議論が行われています。小水力発電についても

例外ではなく、これまで利用されてこなかった水力を利用しようとする試みが全国各地で始まっています。私たち

水土里ネット立梅用水でも小水力発電の可能性は探ってきましたが、従来の小水力発電では土木建築施設を必要と

するため経済性が低く小水力発電の実現には至りませんでした。一方で、多くの農村地域では高齢化の進行、非農家の増加などにより農家を中心に

形成してきた農村コミュニティが崩壊されつつあります。このような状況の中、農村地域が本来持っている地域（農村）協動力に今一度着目し地域

活性を図ることが大切だと考えています。そこで、立梅用水型小水力発電では地域住民の主体性で、電力の地産地消を行い地域活性を図ることを目

的に「立梅用水型　小水力発電プロジェクト～Ｐｏｗｅｒ　oｆ　ｔｈｅ　ＴAＣHＩＢAＩ」は発進しました。

発電機「彦電～ HＩKＯＤＥＮ～」

　　「彦電～ＨＩKＯＤＥＮ～」の由来

立梅用水創設功労者「西村彦左衛門」に感謝の気持ちを込めて一文字を頂き、みんなが覚えやすい

ように、親しみやすいようにとの想いが込められています。これは小学３年生の子供が考えてくれ

ました。この想いを大切に次世代を担う子供たちに繋げていこう・・・

夢 ・ ・ 世界初！！世界初！！立梅用水型小水力発電では

循環型地域社会の構築をめざしています。
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＊＊＊地域住民の「想い」・地域を愛する「想い」・・・「想い」が新しい「力」を生む＊＊＊

　　この 2枚の

プロペラが相反転し

　電気をつくります。

地元産業育成

　農業再生

　　ここが

　世界初！！世界初！！

地元企業による

　維持管理
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目指せ！ＥＣＯエネルギーの地産地消！！

＊＊＊守り続けた「力」・これからも守り続ける「力」・・・「想い」と「力」を一つに　未来へ＊＊＊
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